
令和元年9月末現在の
人口の動き

●人口　 14,064人（前月比−7人）	 男 7,059人（−2人）	 ●外国人人口 269人（前月比−4人）男 134人（＋13人）女 135人（−17人）
　（外国籍除く） 　（前年比−90人）	女 7,005人（−5人）	 ●世帯数 4,814世帯（外国人のみの世帯含む）

November  No.52011広報せいろう
2019

　10月 16日（水）、蓮野・蓮潟・亀
代こども園の年長組さんが、聖籠中学
校の畑でサツマイモ掘りをしました。
蓮潟集落のおじいちゃん、おばあちゃ
んも応援に駆けつけ、たくさん収穫で
きました。

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

今年も豊作！
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す
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一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で行政
運営の基本的な経費を処理する会計です。平成
30 年度、町の歳入は 72 億 7,491 万円で、歳出
が 67 億 8,321 万円となり、令和元年度に繰り
越した事業費の財源 968 万円を差し引いて、4
億 8,202 万円の黒字決算となりました。

（平成 29年度　90 .5％）
　経常収支比率とは・・・
　毎年経常的に使われる経費（人件費、扶助費、公債費
など）に対して、町税などの経常的に得られる一般財源
が、どの程度使われているかを比率で表したものです。
　経常収支比率は財政のゆとりを表すもので、この数値
が低いほどゆとりがあるとされています。
※一般財源とは・・・使い道が決められていない自由に
使える収入のことをいいます。

（平成29年度　1.118）
　地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。こ
の指数が 1.0 を超えると国からの普通交付税が配分
されません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和 59 年から不交付団体です。

経常収支比率　91.9％ 財政力指数　1.112

一般会計歳出

　　　　  67 億 8,321 万円
町民一人あたり

　　　　　  47 万 2,566 円

（　　　 ）平成31年 1 月 1 日の
人口 14,354 人

使いました

一般会計歳入

72億7,491万円
町税

43億4,623万円
（59.7％）

その他
3億5,164万円
（4.8％）

分担金及び負担金、使用
料及び手数料など

県支出金
5億3,985万円
（7.4％）

使い道を特定して県が
支出する補助金など

繰越金
3億9,495万円
（5.4％）

前年度から繰り越した
お金

諸収入
3億935万円
（4.3％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

国庫支出金
6億353万円
（8.3％）

使い道を特定して国が
支出する補助金など

内訳
固定資産税 31億9,006万円 （73.4％）
町民税（個人） 5億3,929万円 （12.4％）
町民税（法人） 4億1,320万円 （9.5％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税 2億368万円 （4.7％）

内訳
固定資産税 31億9,006万円 （73.4％）
町民税（個人） 5億3,929万円 （12.4％）
町民税（法人） 4億1,320万円 （9.5％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税 2億368万円 （4.7％）

繰入金
1億4,914万円
（2.1％）

特別会計、基金からの繰入金

町債
1億4,190万円
（2.0％）

財源不足などによる借入金

地方譲与税
1億1,651万円
（1.6％）

国が徴収した特定の税の
うち、一定の基準で町へ
交付されるもの

地方消費税交付金
3億2,181万円
（4.4％）
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特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、一つの
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

平成30年度
決　算

まちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出

67億8,321万円
教育費

13億1,086万円
（19.3％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など

民生費
20億2,715万円
（29.9％）

高齢者・児童・障がい
福祉事業など

総務費
7億7,843万円
（11.5％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

総務費
7億7,843万円
（11.5％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

衛生費
6億9,562万円
（10.2％）

保健事業、ごみ処理
事業など

商工費
1億3,464万円
（2.0％）

商工業の振興、観光
事業など

農林水産業費
2億5,224万円
（3.7％）

農業・漁業振興、
土地改良事業など

公債費
3億5,735万円
（5.3％）

町が借り入れたお金
の返済

消防費
2億9,664万円
（4.4％）

消防団活動、消防施
設整備など

土木費
7億4,301万円
（11.0％）

道路・公園・港湾整備
など

諸支出金
8,480万円
（1.2％）
基金への積立
（町の貯金）など

議会費
1億235万円
（1.5％）
議会活動

労働費
12万円
（0.0％）
雇用対策など

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
国 民
健 康 保 険

事 業 勘 定 13 億 6,625 万円 13 億 3 ,991 万円
施 設 勘 定 1億 78 万円 9,152 万円

介 護 保 険 13 億 1,166 万円 11 億 8 ,250 万円
後 期 高 齢 者 医 療 8,809 万円 8,614 万円
県営開拓パイロット事業 1,311 万円 566 万円

下水道事業
収益的収支 7億 3,599 万円 6億 8,345 万円
資本的収支 1億 2,293 万円 4億 2,129 万円

水 道 事 業
収益的収支 2億 8,932 万円 2億 6,157 万円
資本的収支 8,000 万円 1億 8,887 万円

110億円

■町債の状況
区　　　　分 平成30年度末残高

一 般 会 計 29 億 1,265 万円
国民健康保険特別会計 4,059 万円
下 水 道 事 業 会 計 58 億 2,991 万円
水 道 事 業 会 計 4億 4,861 万円
合　　　　　　　計 92 億 3,176 万円

■基金の状況
区　　　　分 平成30年度末残高

財 政 調 整 基 金 4億 2,498 万円
減 債 基 金 8,466 万円
災 害 救 助 基 金 1億 2,688 万円
土 地 開 発 基 金 6,408 万円
道 路 整 備 基 金 1,097 万円
教 育 振 興 基 金 320 万円
公 共用施設整備基金 3,023 万円
公 共用施設維持基金 	 5 ,984 万円
地 域 福 祉 基 金 3,669 万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 236 万円
町営住宅及び共同施設維持基金 1 億 9,751 万円
ふ る さ と 応 援 基 金 2,914 万円
国営加治川用水地区土地改良事業基金 7 ,905 万円
国民健康保険高額療養費貸付基金 200 万円
一般旅券発給等事務証紙等購買基金 50 万円
合　　　　　　計 11 億 5,209 万円

  平成30年度に行った
　　　    主な建設事業

・ざぶーん館源泉掘削事業
� 1 億 1,326 万円
・蓮潟居浦山線道路新設事業
� 4,241 万円
・大夫興野浦山線拡幅事業
� 3,782 万円
・学校給食調理場改修事業
� 3,194 万円
・蓮潟二ツ山龍門線外 2路線
　消雪パイプ整備事業
� 1,957 万円
・蓮野苔沼線拡幅事業
� 1,956 万円
・山大夫二本松線外道路
　側溝整備事業
� 1,844 万円
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【用語の説明】

 

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 　一般会計などにおける標準財政規模※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）た
め「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債※2 の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将来、
財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による財
政健全化を行っていかなければなりません。

財政再生基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実な再生
を行っていかなければなりません。

資金不足比率 　公営企業の資金不足額※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表してい
ます。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。

※１　地方公共団体の標準的な年間収入
※２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計
※３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの	

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率および資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。
　本町における平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率を次のとおり公表します。

平成30年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

平成30年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

 1  健全化判断比率� （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ―   8.5   44.2

早期健全化基準 1 5 . 0 0 2 0 . 0 0 2 5 . 0 3 5 0 . 0
財政再生基準 2 0 . 0 0 3 0 . 0 0 3 5 . 0 －

 2  資金不足比率� （単位：％）

特　別　会　計　の　名　称 資 金 不 足 比 率
下 水 道 事 業 会 計 －
水　道　事　業　会　計 －

一
般
会
計
等

一般会計

県営開拓パイロット事業
聖籠町特別会計

公
営
事
業
会
計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

水道事業会計
※公営企業会計
　ごとに算定

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクターなど

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

 3  健全化判断比率などの対象範囲
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（2）職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 職　員　数

【Ａ】
給与費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　【Ｂ】
30年度 157 人 552 ,813 千円 37 ,156 千円 221 ,927 千円 841 ,949 千円 5,363 千円

（注）  1　職員手当には退職手当を含まない。
2　職員数は、特別職、派遣職員（派遣先で給与が支給されている職員）を除く。

（1）人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（H31.1.1 現在）
歳出額
【Ａ】 実質収支 人件費

【Ｂ】
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
前年度人件費率

30年度 14 ,354 人 7 ,240 ,996 千円 489 ,471 千円 1,279 ,607 千円 17 .7％ 17 .5％

平成 30 年 4 月 2 日から平成 31 年 4 月 1 日までにおける運用 聖　籠　町 国
管理職員 一般職員 管理職員 一般職員

㋑　人事評価を実施した ◯ ◯ ◯ ◯
標準に加え、上位及び下位の区分も適用 ◯ ◯ ◯ ◯
標準に加え、上位の区分も適用
標準に加え、下位の区分も適用
標準の区分のみ適用
ロ　人事評価を実施していない

（3）職員数に関する状況（平成31年4 月 1 日現在）
①部門別職員数の状況

区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 H30 H31

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 32 31 △ 1 地方創生担当職員の減
税 務 10 9 △ 1 退職に伴う減
民 生 16 16 0
衛 生 13 13 0
農林水産 9 8 △ 1 退職に伴う減
商 工 2 3 1 業務充実に伴う増
土 木 12 12 0
小　 計 97 95 △ 2

特別行政部門 教 育 60 61 1 業務充実に伴う増
小　 計 60 61 1

普通会計合計 157 156 △ 1
公営企業等
会 計 部 門

上下水道 6 6 0
そ の 他 13 11 △ 2 他団体への派遣終了に伴う減
小 計 19 17 △ 2

合　　　計 176 173 △ 3
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分

を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時・非常勤職
員を除いています。

（1）退職者の状況（平成30年度）
退職者数内訳 定年退職 勧奨退職 その他退職 計
一 般 行 政 5 - 3 8
専 門 職 - 1 1 2
教 育 職 2 1 3 6
技能労務職 1 - - 1

計 8 2 7 17

人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17 年聖籠町条例第 15 号）の規定により、
人事行政の運営状況などについて公表します。

3. 職員の給与の状況 �

2. 職員の人事評価の状況 �

（2）採用者の状況（平成31年4 月 1 日）
採用者数内訳

一 般 行 政 4
専 門 職 3
教 育 職 6
技能労務職 1

計 14

②年齢別職員構成の状況� 【単位：人】

区分
20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

H31.4.1 0 5 14 27 19 13 17 25 17 16 12 8 173

H30.4.1 0 9 13 26 18 15 15 24 18 15 18 5 176

1. 職員の任免および職員数に関する状況 �

60
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56
〜
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〜
55

48
〜
51

44
〜
47

40
〜
43

36
〜
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〜
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〜
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〜
27
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〜
23

20
歳
未
満

H31.4.1

H30.4.1

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

年 齢 別 職 員 構 成 比

【年齢】

【％】
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  ④ その他の主な手当

手　当　名 内容及び支給単価 支給実績
（30年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（30年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 18 ,737 千円 217 ,866 円
住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じた額を支給（27 ,000円を限度） 6,568 千円 243 ,259 円

通 勤 手 当 2km以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給 9,482 千円 61 ,569 円

管 理 職 手 当 課長、室長、事務局長に月額33 ,200円、参事、園長に 24 ,900
円支給 11 ,849 千円 538 ,577 円

  ③ 特殊勤務手当
支給実績（平成30年度決算） 29 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額

（平成30年度決算） 2 ,920 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成30年度） 5 .6 ％

手当の種類（手当数） 7 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作業
手当、除雪作業手当、用
地交渉手当

  ② 時間外勤務手当・休日勤務手当

支給実績（平成30年度決算） 30 ,357 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成30年度決算） 193 千円

支給実績（平成29年度決算） 31 ,486 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成29年度決算） 206 千円

（6）職員手当の状況　
  ① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成30年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.225 月分 0.900 月分
・12 月期 1.375 月分 0.950 月分 同じ 　　　計 2.60 月分 1.85 月分
・1人当たり平均支給額（平成30年度）　　　　　　　　　　  1 ,434 千円
　職階上の段階、職務の級などによる加算措置有り（5～15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
・勤続 20 年 19 .6695 月分 24 .586875 月分 19 .6695 月分 24 .586875月分
・勤続 25 年 28 .0395 月分 33 .27075 月分 28 .0395 月分 33 .27075 月分
・勤続 35 年 39 .7575 月分 47 .709 月分 39 .7575 月分 47 .709 月分
・最高限度額 47 .709 月分 47 .709 月分 47 .709 月分 47 .709 月分
・加算措置 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（割増率 2〜 20％） （割増率 2〜 45％）
・1人当たり支給額（平成30年度） 11 ,585 千円

　　※退職手当支給率は平成 31 年 3 月 31 日に退職した場合のものです。

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日現在）
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事 15   9 . 2% ４級 係長、主幹 27 16 . 6%
２級 主事 42 25 . 8% ５級 課長補佐、副参事 21 12 . 9%
３級 主任 39 23 . 9% ６級 課長 19 11 . 7%

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び
　 平均給与月額の状況（平成31年4月1日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42 .8 歳 306 ,800 円 371 ,500 円
技能労務職 44 .8 歳 280 ,800 円 305 ,100 円

（注）  1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
       2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）
区　　分 聖 籠 町 新 潟 県 国

一般行政職 大学卒 180 ,700 円 187 ,200 円 180 ,700 円
高校卒 148 ,600 円 153 ,000 円 148 ,600 円

技能労務職 高校卒 146 ,000 円 150 ,700 円 −

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

※平成24年・25年値は、国家公務員の時限的な給与特例法により減額された給与水準を 100とした場合の数値であり、給与特例法がないとし
た場合の数値は、【参考値：95 .7（H24）、96 .5（H25）】です。
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（2）年次有給休暇の状況（平成30年一般職員実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

総取得日数 全対象職員 平均取得日数
1,144 . 4 日 87 13 .2 日

※平成30年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者、休職者を除く。

性別 育児休業者数 部分休業者数
男 − −
女 3 −

※平成30年度に新たに育児休業を取得した職員。

（1）勤務時間の状況（平成31年4月1日現在）
1 週間の正規の

勤務時間
1 日の正規の

勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

（7）特別職の報酬等の状況（平成31年4月1日現在）
区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 651 ,200 円
副 町 長 587 ,700 円 6 月期 1.675 月分
教 育 長 544 ,350 円 12月期 1.675 月分

報　　　酬
議 長 311 ,000 円 計 3.35 月分
副 議 長 254 ,000 円
議 員 230 ,000 円

　服務規律遵守のための取組み
　・選挙における服務規律確保の通知

　平成 30 年度末退職者の再就職状況（H31.4.1 現在）は以下のとおりです。

7. 職員の服務状況（平成30年度） �

8. 職員の退職管理の状況（平成30年度） �

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、
職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のこと
をいい、地方公務員法第 28 条に規定されています。分限処分には、
降任・免職・休職・降給の４種類があります。

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 − − − −
心身の故障の場合 − − − −
職に必要な適格性を欠く場合 − − − −
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 − − − −

刑事事件に関し起訴された場合 − − − −

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第 29 条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 − 1 − −
職務上の義務に違反し又は職
務を怠った場合 1 1 − −

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合 − − − −

6. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成30年度） �

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件 �

5. 職員の休業に関する状況（平成30年度実績） �

実施主体 研　　修　　名 受講者数
新潟県自治

研修所
階層別研修（主任、係長、課長補佐、課長級） 14
専門研修（法制執務、行政法、コーチング等） 8

新潟県市町村
総合事務組合

階層別研修（新採用、一般研修） 19
専門研修（情報公開・個人情報保護、住民協働等） 10

市町村職員
中央研修所 専門研修（研修講師養成） 1

全国市町村国
際文化研修所 保育士・幼稚園教諭のための保育行政 1

新発田地域広
域事務組合 広域事務組合構成市町職員研修 2

新発田市 ＯＪＴ向上研修 1
新採用職員後期研修 2

聖籠町 人事評価研修（評価者・被評価者） 165

9. 職員の研修の状況（平成30年度） �

10. 職員の福祉及び利益の保護の状況（平成30年度）
区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断、事後指導、ストレス
チェック

人間ドック １日人間ドック

健康増進教育 健康相談

健康づくり事業 体幹運動

元気回復事業 町村職員親善スポーツ大会

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等

長期給付 退職共済年金、障害共済年金等
福祉事業 貸付事業、保健事業等

区 分 人数
民間企業等に再就職 0
聖籠町に再就職 4

再任用職員 3
臨時非常勤職員等 1

聖籠町以外の公務員 3
合　　計 7
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うちの子、よその子、みんなの子
～みんなでつながり、育ち合い～

　聖籠町は、出生数が毎年１３０前後と多く、出生率も新潟県の平均と比較しても高くなっています。また合
計特殊出生率※は２に近く、一家のお子さんの人数が多いのも特徴です。
　町では、乳幼児健診や育児学級などの保健事業を通して、子育ての現状把握に努めています。子育て中の住
民や保健推進員の声から、町の子育てについて考えてみましょう。
※合計特殊出生率：15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した指標。１人の女性が一生の間に産む子どもの数に相当する。

・妊娠が分かって「嬉しい」「びっくりした」「戸惑った」
・仕事があるので、育児休暇をこれから相談。
・初めての出産で、何を準備したらいいの？
・今から上の子の赤ちゃん返りが大変、抱っこをせがまれる。「赤ちゃん
の話しないで」と。
・パパや家族に協力してもらうには？
・食事を妊娠期から気をつけることが、その後の子どもの食事にとっても
大切と教室に出てわかった。

・1人目で何が正常か異常か分からなくて心配。
・パパが協力的。オムツも替えてくれる。
・1人目は些細なことも悩んだけど、今はゆとりがあって泣いていてもか
わいい！
・うつぶせ運動…怖くてなかなかできない。
・夜泣きがひどくて寝てくれない。

・指さしが始まって、ごにょごにょしゃべり始めた。
・ことばが遅いみたい、大丈夫かな。
・どうやって遊べばいいのか分からない。
・すっごく怒った後、後悔することも…。
・DVD見てるときだけ、静かにしてくれる。
・昔の手遊びや歌。いつの時代も喜ぶんだね！
・平日は保育園。休みも色々しなきゃで、じっくり子どもと関われていな
いかも

■子育て中の住民の声
妊　　娠　　期

乳　　児　　期

幼　　児　　期
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お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　保健師　☎２７-６５１１

　７月に保健推進員さんと町の子どもたちの様子と子育ての現状について話し合いました。昔も今も変わらな
い子育ての悩み、よくなったこと、大変になったこと、今私たちにできることなどたくさんの声が集まりまし
た。その声を一部ご紹介します。

　話の中からも相談できる人が当たり前に近くいた時代と変化して、ちょっとしたつながりで話せて“それで
いい”と言ってもらえるような環境がないという現代の子育ての大変さを共有しました。また学校のボランティ
アだけでなく、地域の声かけ、転入家庭への気配りなどすでに「みんなの子」としてかかわってくれている人
がたくさんいてビックリしました。
　そして保健推進員さんからは、「近所の人へも声をかけたい」「退職したらボランティアなどしてみたい」と
いった声も出ました。子育ては地域の皆さんのあたたかい見守りがあってこそ、安心して子育てをする地域で
あると言えるのだと改めて考えさせられました。
　私たち保健師は、これからも地域の皆さんに協力をいただきながら、つながりを生かして一緒に悩み、考え
ながら共に育ち合っていきたいと考えています。

■保健推進員の声 ～保健推進員研修より～

・子育ての方法や環境が変わった！？離乳食もレトルトが豊富で便利。
・パパの姿が変わった！参観日や子育て、家事にも協力的。
・保育園が増えたね。祖父母が同居していても、まだ現役で働い
てるもの。
・子育てと介護が重なる時代。
（晩婚化や要介護状態の長期化などから）介護も長くなった。

・自分も昔はこんなことに悩んでいたなー。
・今も昔も悩みは一緒なんだね。でも昔は地域で子どもを見守ってきた。
・自分の頃は人に頼って、助けてもらいながら子育てをした。
・悩みはたくさんあったけど、“おしゃべり”で解決してきた！
・集落の行事で、親同士、子どもの年齢も関係なくつながりあえた！！
・最近町外からの転入が増えたね。
・相談する人がいなければ、育児書が頼りだしその通りにならなくて悩んでしまうのかな。

・育児に積極的なパパも多く、子育ては母だけではない。父親が参加しやすいものも必要なのかも。
・まずは子育てを一緒にしている夫としっかり話をすることが大事。

・外で遊ぶ子が減った。
・サポーターで学校に入っているよ。おばあちゃん世代の私たちが行くと、
子ども達が甘える姿も。
・退職したら、私もボランティアしたい！
・子どもたちの自己肯定感を育てたい。ほめ上手になる！
・隣組で親睦会を開いたよ。転入家庭もたくさん参加！
・ちょっとしたことでも、地域の子どもたちの姿を気にかける、見守る意識が必要だね！
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と
現
地
の
先
生
に
聞
こ

う
と
す
る
生
徒
。
多
く
の
生
徒
が
、
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な

く
、
主
体
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
実
際
、
現
地
の
多
く
の
先
生
方
か
ら
、「
日
本
の
生

徒
は
シ
ャ
イ
だ
け
ど
、
日
ご
と
に
姿
勢
が
よ
く
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
お
褒
め
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
生
徒
た
ち
の
成
長
す
る
過
程
を
そ
ば
で
見
て
い

て
、
語
学
を
学
ぶ
最
良
の
機
会
は
「
現
実
的
な
必
要
性
」
が

生
じ
た
と
き
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、「
英

語
で
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
」、「
英
語
で
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
」
に
自
分
が
い
る
こ
と
と
認
識
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
主
体
的
に
英
語
と
い
う
語
学
を
学
べ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
日
本
で
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
話
し
て

い
る
人
を
見
ず
に
話
を
聞
い
て
い
た
生
徒
も
少
な
く
な
く
、

「
本
当
に
人
と
人
を
つ
な
げ
る
語
学
を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い

る
の
か
」
と
心
配
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
研
修
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
、
話
し
て
い
る
人
に
き
ち

ん
と
向
き
合
い
、
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
。
失
敗

を
恐
れ
ず
に
、
相
手
に
き
ち
ん
と
聞
い
て
も
ら
え
る
声
の
大

き
さ
で
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
か
ら
、私
は
本
研
修
の
意
義
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

今
回
の
経
験
が
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
一
人
一
人
に
と
っ

て
、
よ
り
良
い
人
生
を
つ
く
る
糧
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
、
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〈
文
責

：

聖
籠
中
学
校　

橋
本
善
貴
（
引
率
者
）〉

【 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
行
程 

】

８
月
１
日

○
役
場
で
出
発
式
を
開
催

○
新
潟
駅
～
羽
田
空
港
～
シ
ド
ニ
ー

８
月
２
日

○
シ
ド
ニ
ー
到
着

○
現
地
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
後
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ

８
月
３
・
４
日
○
終
日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
休
日

を
過
ご
す

８
月
５
～
９
日
○
現
地
学
校
で
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
と
授

業
に
参
加

８
月
10
日

○
終
日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
休
日

を
過
ご
す

８
月
11
日

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ

○
シ
ド
ニ
ー
市
内
観
光
（
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
、
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
な
ど
）

○
出
国

８
月
12
日

○
羽
田
空
港
～
新
潟
駅
～
役
場
到
着
～

解
散
。
お
疲
れ
様
で
し
た
！

　

８
月
1
日
か
ら
12
日
ま
で
の
12
日
間
に
わ
た
り
、
聖
籠
町
在
住
の
中

学
生
を
対
象
に
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
語
学
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
り　

授
業
に
参
加
し
た
ほ
か
、
一
般
家

庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
よ
り
現
地
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

異
文
化
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
事
業
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
報
告
を

紹
介
し
ま
す
。
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「
12
日
間
の

�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
３
年

�

渡
辺　
諒り
ょ
う

　

８
月
１
日
に
、
生
徒
と
先
生
や
添

乗
員
の
方
々
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
研
修
の
期
待
や
、
緊

張
と
不
安
な
ど
い
ろ
ん
な
気
持
ち
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
こ
の
12
日
間
は
本
当
に
面
白
く
て
、

不
安
も
吹
き
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
り
感
じ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
人
々
に
つ
い
て
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
み
ん

な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
よ
り
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
し
、
自
分
も
積
極
的
に

話
し
か
け
て
み
よ
う
と
勇
気
づ
け
て

く
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
と
触
れ
合
う
こ
と
の
楽

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
出
発
前
と
比
べ
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
い
る
時
は
少
し
明
る
く

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
に
つ
い
て
、
日
本
よ
り
も
学

習
に
自
由
を
感
じ
ま
し
た
。
学
校
で
、

10
時
・
11
時
頃
に
果
物
や
ス
ナ
ッ
ク

を
摂
る
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
授
業
の
時
も
、

座
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
動
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た

の
で
、
考
え
る
力
や
解
決
し
よ
う
と

す
る
力
が
身
に
付
い
て
良
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

僕
の
中
で
、
今
回
の
研
修
の
思
い

出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

学
校
の
思
い
出
は
、
授
業
で
は
緊

張
し
て
な
か
な
か
発
言
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
多
く
の
生
徒
た
ち
や
先
生

と
交
流
す
る
こ
と
で
積
極
性
が
少
し

ず
つ
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
と
バ
ス
ケ
を
し
た
り
、
体
操

を
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
、
笑
い

あ
っ
た
り
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
思
い
出
は
、
休

日
に
動
物
園
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
カ
ン
ガ
ル
ー
や
ウ
ォ
ン

バ
ッ
ト
な
ど
、
珍
し
い
動
物
を
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ア
ラ
と
一
緒
に
撮
影
で
き
た
こ
と
は
、

今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
た

ち
と
た
く
さ
ん
出
か
け
た
り
遊
ん
だ

り
し
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

せ
た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

正
直
、
も
っ
と
こ
こ
に
居
た
か
っ

た
、
も
っ
と
英
語
を
話
し
て
お
け
ば

良
か
っ
た
と
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

出
会
っ
た
全
て
の
人
と
の
思
い
出
は

絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ

の
経
験
が
今
後
の
自
分
に
役
立
つ
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

�

学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
３
年

�

八
幡　
華か

ほ穂

　

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研

修
に
は
、
聖
中
生
７
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
基
本
的
に
、
２
人
１
組
で

現
地
の
家
に
約
２
週
間
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
し
、
現
地
の
学
校
に
通
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
人
数
の
関
係
か

ら
１
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
英
語
を
聴
き
取
り

話
す
時
間
が
必
然
的
に
多
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
土
日
な
ど
、
学
校
の

な
い
日
は
ず
っ
と
英
語
で
会
話
を
し

ま
す
。
最
初
は
、
英
語
を
話
す
こ
と

も
聴
く
こ
と
も
う
ま
く
い
か
ず
、
わ

か
ら
な
い
文
法
や
単
語
を
調
べ
て
メ

モ
し
な
が
ら
何
度
も
見
返
す
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
５
日
ほ

ど
経
つ
と
調
べ
る
回
数
が
減
り
、
日

常
会
話
く
ら
い
な
ら
相
手
が
言
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
が
行
っ
た
シ
ド
ニ
ー
の
家

は
、
海
に
近
い
た
め
夕
方
に
な
る
と

歩
い
て
海
に
行
く
の
が
日
課
で
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
の
海
は
と
て
も
綺
麗
で
し

た
。

　

文
化
の
違
い
で
驚
い
た
こ
と
は

色
々
あ
り
ま
す
が
、
特
に
食
文
化
が

印
象
的
で
し
た
。
主
食
は
、
主
に
パ

ス
タ
や
パ
ン
で
し
た
。
そ
し
て
、
ポ

テ
ト
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
肉
は
硬

め
で
し
た
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
人
気
の
お
菓
子

は
と
て
も
甘
か
っ
た
で
す
。
学
校
に

は
、
お
弁
当
の
他
に
フ
ル
ー
ツ
と
お

菓
子
を
持
っ
て
い
き
、
決
ま
っ
た
時

間
に
な
る
と
そ
れ
を
食
べ
ま
す
。
外

で
ダ
ン
ス
や
バ
ス
ケ
な
ど
を
し
な
が

ら
食
べ
た
り
し
ま
す
。
常
に
音
楽
が

か
か
っ
て
い
て
、
と
て
も
明
る
く
良

い
学
校
で
し
た
。
ま
た
、
学
校
の
授

業
に
演
劇
が
あ
り
私
も
そ
れ
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
演
技
は
、
小
学
生

と
は
思
え
な
い
迫
力
で
し
た
。
セ
リ

フ
を
完
璧
に
覚
え
、
堂
々
と
表
現
し

て
い
て
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。

　

日
本
人
は
、
シ
ャ
イ
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
そ
う
な
ん

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

自
分
の
気
持
ち
に
素
直
で
何
で
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
男

性
は
、
レ
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
で
女

性
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。
レ

ス
ト
ラ
ン
に
行
け
ば
、
階
段
を
上
る

と
き
に
手
を
差
し
出
し
て
エ
ス
コ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

は
目
が
合
う
だ
け
で
投
げ
キ
ッ
ス
を

し
て
く
れ
る
男
の
子
も
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
日
本
で
は
な
い
経
験
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
皆
優

し
く
、
日
本
が
好
き
な
家
族
で
し
た
。

休
日
は
色
々
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
研
修
の

最
終
日
に
は
世
界
遺
産
の
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
と
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
巡
り

ま
し
た
。
そ
の
二
つ
を
同
時
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
風
景
は
と
て
も
美
し

く
、
壮
大
で
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

様
々
な
経
験
を
通
し
、
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
に

対
す
る
抵
抗
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

人
の
話
の
聴
き
方
や
自
分
か
ら
積
極

的
に
話
す
力
な
ど
多
く
の
こ
と
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
英
語
の

学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
海
外

と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
２
週
間
は
、
行
っ
た
人
全
員

が
楽
し
み
・
成
長
し
、
忘
れ
ら
れ
な

い
と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

▲学校（マリア・レジーナ）にて

▲ホストファミリーと夕食
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た
。
引
率
の
橋
本
先
生
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

皆
さ
ん
、
役
場
の
皆
さ
ん
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
両
親
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「
Ｍｙ　
ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ

�
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

�

長
谷
川　
瑠る

音あ
な

　

今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海

外
研
修
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、「
積

極
的
に
会
話
す
る
」
と
い
う
目
標
を

持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
初
め
て
の
海
外
で
あ
り

不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
大
切
に
し

よ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
シ
ド
ニ
ー
国
際
空
港

に
到
着
し
、
現
地
で
通
う
学
校
へ
向

か
い
ま
し
た
。
学
校
に
着
く
と
、
先

生
方
が
温
か
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の

バ
デ
ィ
と
会
い
ま
し
た
。
名
前
は
、

４
年
生
の
ア
イ
ナ
ス
と
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
、
２
年
生
の
ロ
ー
ラ
で
す
。
こ
の

３
人
は
、
普
段
は
日
本
で
暮
ら
し
て

い
る
た
め
日
本
語
を
喋
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
の
で
日
本

語
に
甘
え
ず
、
な
る
べ
く
英
語
で
話

す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
バ
デ
ィ
の
他
に

お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
６
人
で
し
た
。
初
め
て

会
っ
た
日
の
夜
、
夕
食
を
食
べ
な
が

ら
自
分
の
家
族
の
こ
と
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
う
ま
く
喋
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
バ
デ
ィ

が
助
け
て
く
れ
て
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
休
日
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
に
行
っ
た
り
、
ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦

す
る
な
ど
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

月
曜
日
か
ら
は
学
校
に
通
い
、
午

前
中
は
日
本
人
の
生
徒
だ
け
で
授
業

を
受
け
、
午
後
は
バ
デ
ィ
と
一
緒
に

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、

自
分
か
ら
質
問
を
し
て
英
語
を
身
に

つ
け
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
休
み

時
間
は
、
現
地
の
子
と
ラ
ン
チ
を
し

た
り
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

金
曜
日
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
で
は
今

ま
で
身
に
付
け
た
英
語
で
感
謝
の
気

持
ち
を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
い
５
日
間
を
過
ご
せ
て
、
特

別
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

目
標
を
達
成
で
き
た
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
が
、
沢
山
の
大
切
な
こ
と

が
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
、
第
二
の
故
郷
で
す
。

「
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　
ｓ
ｋ
ｙ
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

�

本
間　
輝て
る
生き

　

僕
は
、
今
年
の
夏
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
行
き
た
い
と

思
っ
た
理
由
は
、
自
分
の
視
野
を
広

く
す
る
こ
と
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

語
学
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
語
学
研
修
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
学
校
の
中
で
の
生
活
で
す
。
午

前
中
は
、
ハ
リ
ス
先
生
の
英
語
の
授

業
を
受
け
ま
し
た
。
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
を
交
え
な
が
ら
し
て
い
た
の
で
、

分
か
り
や
す
か
っ
た
し
楽
し
か
っ
た

の
で
今
ま
で
よ
り
更
に
英
語
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。午
後
は
、「
バ
デ
ィ
」

と
い
う
一
緒
に
行
動
し
て
く
れ
る
子

の
ク
ラ
ス
に
行
っ
て
ダ
ン
ス
を
し
た

り
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
し
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

他
に
も
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
下
校
し
て
家
に
帰
っ
て
か
ら
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の
人
と
一
緒
に
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と
は
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
を
す
る
専
用
の
施
設
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
は
良
い
人
た
ち
ば
か
り
で
、
ト

リ
ッ
ク
も
し
や
す
い
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
あ
と
、
日
本
と
違
っ
て
全
然

知
ら
な
い
人
で
も
話
し
か
け
て
く
れ

る
の
で
英
語
を
沢
山
使
え
た
し
、
馴

染
む
の
が
早
く
沢
山
の
友
達
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
技
を
持
っ

て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

良
い
思
い
出
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

い
つ
か
ま
た
、
１
人
で
シ
ド
ニ
ー
へ

行
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
た
い
で
す
。
そ

の
時
は
、
英
語
を
完
璧
に
し
て
行
き

た
い
で
す
。

　

帰
国
し
て
、
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば

良
か
っ
た
な
と
思
っ
た
こ
と
は
自
分

で
は
下
調
べ
し
て
行
っ
た
つ
も
り

だ
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
も
っ
と
語
学

を
勉
強
し
て
か
ら
行
っ
た
方
が
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
も
っ
と
違
っ
た
会
話
が
楽
し
め

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
語
学
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

�

新
保　
伶れ

い
奈な

　

私
は
、
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

語
学
研
修
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
、

体
験
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
約
10
日
間
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
英
語
を
聴
き
取
る
力

が
つ
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。
初
め
の

頃
は
な
か
な
か
聴
き
取
る
こ
と
が
で

き
ず
、
翻
訳
な
ど
を
使
っ
て
会
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
直
接
の
会
話
が
多
く
な
り
、

分
か
ら
な
い
単
語
も
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
は
現
地
の

学
校
に
も
通
い
ま
し
た
。
現
地
の
学

校
に
は
、
入
学
前
の
準
備
を
す
る
ク

ラ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
２
人
に
、
読
み
聞
か
せ
を

し
て
あ
げ
ま
し
た
。
読
め
な
い
と
こ

ろ
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
に
と
っ
て
も
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
日
本
と
の
違
い
を
感

じ
た
の
は
授
業
中
に
フ
ル
ー
ツ
を
食

べ
る
時
間
が
あ
る
こ
と
や
、
休
み
時

間
に
お
菓
子
を
食
べ
て
良
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
授
業
中
に
フ
ル
ー
ツ
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
中
力
が

▲バディと私達（瑠音さん：左）

▲学校が終わったあとに家から約20㎞
はなれたビーチで散歩。

▲ホストファミリーと外食中（伶奈さん：右から 2番目）
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上
が
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
現
地
の
学
校
に

は
時
計
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
で
は
、
ど
の
教
室
に
も
時
計
が
あ

り
ま
す
が
、
現
地
の
学
校
で
は
チ
ャ

イ
ム
の
よ
う
な
も
の
が
鳴
っ
て
か
ら

行
動
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
は
、
日

本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
違
い
が

多
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
居
て
も
っ
と
も
す
ご
い

と
思
っ
た
の
は
環
境
へ
の
意
識
の
高

さ
で
す
。
学
校
で
は
、
ゴ
ミ
の
分
別

を
し
て
い
ま
し
た
。
飲
食
店
で
は
、

木
の
ス
ト
ロ
ー
が
使
わ
れ
て
い
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
と
い
う

意
識
が
高
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
で
は
ゴ
ミ
が
全
く
落
ち

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
綺
麗

で
し
た
。
別
な
海
で
は
、
落
ち
て
い

た
ゴ
ミ
を
子
ど
も
た
ち
が
見
か
け
た

ら
し
っ
か
り
と
拾
っ
て
近
く
の
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
良

い
習
慣
だ
と
思
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
の
、
環
境
へ
の
意
識

の
高
さ
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

語
学
研
修
で
英
語
力
が
上
が
り
、
文

化
な
ど
も
体
験
で
き
た
の
で
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

�

出
会
い
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

�

三
村　
百も

花か

　

私
が
、
こ
の
語
学
研
修
に
行
こ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
５
・

６
年
か
ら
海
外
の
音
楽
や
人
や
景
色

な
ど
に
興
味
を
持
ち
、
こ
の
語
学
研

修
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
絶
対
に

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
家
族
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
み
な
喜
ん
で
賛
成
し

て
く
れ
私
の
気
持
ち
は
更
に
高
ま
り

ま
し
た
。

　

初
の
海
外
で
、
長
時
間
飛
行
機
に

乗
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
行

き
の
機
内
で
は
一
睡
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
う
ま
く
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
仲
良
く
な
れ
る
か
な
ど
の

不
安
を
抱
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
で

も
、
現
場
に
着
い
た
日
の
授
業
で
初

め
て
バ
デ
ィ
と
話
す
の
に
、
優
し
く

英
語
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
嬉
し

か
っ
た
し
不
安
も
少
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
会
っ
て
か
ら
二
日
目
に
は
、

不
安
な
ど
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

最
初
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
一

緒
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん
だ
こ
と

で
す
。
２
時
間
く
ら
い
続
け
て
遊
び
、

言
葉
の
壁
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
楽
し
い
思
い
出
は
あ
り

ま
し
た
が
、
一
番
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
は
日
本
の
学
校
生
活
と
の
違
い
で

す
。
例
え
ば
、
午
前
中
に
２
回
お
菓

子
と
果
物
を
食
べ
て
良
い
時
間
が
あ

る
こ
と
と
、
授
業
中
に
床
で
絵
を
書

い
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
日
本
よ
り

自
由
で
良
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
、
家
で
ほ
ぼ
毎
日

や
っ
た
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
綺
麗
な
海

と
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
ハ
ー
バ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
こ

に
来
る
前
も
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見

る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
の

で
す
ご
か
っ
た
で
す
。
何
よ
り
も
、

私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
感
謝
で
す
。
最
後

の
日
に
は
、
私
た
ち
が
学
校
に
毎
日

持
っ
て
行
っ
て
い
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク

ス
に
お
菓
子
を
た
く
さ
ん
詰
め
て
、

そ
れ
ご
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

次
は
、
日
本
に
も
来
て
く
れ
る
と

良
い
で
す
。
こ
の
語
学
研
修
に
行
っ

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

「
充
実
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

�

語
学
留
学
」

　
　
　
聖
籠
中
学
校
２
年

�

阿
部　
そ
ら

　
「
Ｄ
ｏ　
ｙ
ｏ
ｕ　

ｗ
ａ
ｎ
ｔ　

ｔ
ｏ　

ｊ
ｏ
ｉ
ｎ　

ｂ
ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｔ

ｂ
ａ
ｌ
ｌ　

ｔ
ｏ
ｏ
？
」

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
以
外
の
人
に
初
め

て
か
け
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
日
本
人

と
は
違
う
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
日
本
人
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
行
動
や
、
日
本
と

は
違
う
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
べ
た
こ
と
も
多
く
、

と
て
も
充
実
し
た
語
学
留
学
に
な
り

ま
し
た
。

　

４
年
生
の
双
子
の
女
の
子
と
、
２

年
生
の
女
の
子
が
い
る
６
人
家
族
が

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。

初
日
は
、
み
ん
な
が
話
し
て
い
る
内

容
が
分
か
ら
ず
困
っ
て
し
ま
い
、
日

本
語
が
分
か
る
子
供
た
ち
に
通
訳
し

て
も
ら
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
夜
に
勉
強
を
し
て
少
し

ず
つ
理
解
で
き
る
言
葉
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
英
語
が
聴
き
取
れ
る
と

と
て
も
会
話
が
楽
し
く
、
も
っ
と
話

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ

て
い
く
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
、
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
の
観
光
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。「
ま
た
お

い
で
」
と
皆
が
言
っ
て
く
れ
て
、
い

つ
か
戻
っ
て
き
た
い
な
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

１
週
間
通
っ
た
学
校
で
は
、
生
徒

が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
授
業
で
は
、

日
常
的
な
英
会
話
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
の
授
業

や
漫
画
を
描
く
授
業
だ
っ
た
り
、
自

分
の
想
像
を
働
か
せ
て
何
か
を
つ

く
る
と
い
う
授
業
が
多
か
っ
た
で

す
。
学
校
に
通
う
中
で
、
先
生
た
ち

が
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
話
を
し
っ

か
り
と
聴
く
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

集
会
で
も
、
授
業
で
も
先
生
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
が
話
を
し
っ
か
り
と
聴

く
よ
う
に
、
工
夫
し
て
静
か
に
さ
せ

て
か
ら
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
話
を
聴
い
て
尊
敬
の
気
持
ち

を
表
そ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
10
日
間
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
留
学
を
体
験
し
て
み
て
日
常
的

な
英
会
話
は
も
ち
ろ
ん
、
人
に
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
す
る
こ
と
、
自
分
か

ら
行
動
す
る
力
、
人
の
話
を
聴
く
力

を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
で
学
ん
で
き
た
こ

と
を
、
自
分
の
将
来
に
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▲ハーバーブリッジでホストファミリーと

▲学校の友達と
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お申し込み・お問い合わせ　老人福祉センター「聖海荘」　☎２７－７８３８

「聖海荘で
ほっと一息」いかがですか

　次第浜にある老人福祉センター「聖
せい

海
かい

荘
そう

」をご存知ですか？
　町内のお年寄りの方の健康の増進・レクリエーションのための施設で、町内在住の 60 歳以上の方であれば
１００円からご利用いただけます。
　寒くなるこれからの季節、広いお風呂で温まっていただき、マッサージ器や電気を使った治療器、カラオケ
などをお楽しみください。食べ物の持ち込みも可能ですので、気の合ったお友達同士や地域の集まりなど、い
ろいろな用途にお使いいただけます。大勢の皆さんお誘いあわせのうえご利用ください。

【 利用料 】
区分 個人 団体（10 人以上）

町内の 60 歳以上の方 １５０円 1人につき１００円
町内の 59 歳以下の方 ２５０円 1人につき２００円
町外の方 ３５０円 1人につき３５０円
個室を利用される方 町内の 60 歳以上の方 1人につき２５０円

町内の 59 歳以下の方 1人につき３００円
町外の方 1人につき４００円

【 開館日・時間 】
　水曜日～日曜日（第３日曜日の週の火曜日は開館）
　午前９時（浴室は午前 10 時）～午後４時
　第３日曜日、国民の祝日、年末年始は休み

【 無料送迎バスの利用 】
　バスを利用できるのは町内の 60 歳以上の方で 10
人以上の団体です。
　ご利用の前々日までの申し込みが必要です。

　日本海を眺めながら広～いお風呂に入れます（※温泉ではありませ
ん）。また、最新のカラオケ機器や頭痛、肩痛、不眠、便秘などの症
状の軽減に役立つ「高圧電位治療器」を備えています。 国道 113 号

至 網代浜

加　
治　
川

次第浜橋

至 村上

汐彩の郷 様

ウェルハート
加治川の里 様

聖
海
荘

10帖と12帖の個室もあります。

102帖の大広間
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高齢者の誤飲・誤食事故　原因TOP３

知っておこう！

訪問販売の法的ルール

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

11月

ストップ！

　ザ・悪徳商法

９月相談受付状況
件数 主な相談内容
7件 光回線の電話勧誘

公的機関からの郵便物
インターネットオークション

109

公
的
機
関
を
名
乗
る
訪
問
を
受

け
て
本
当
か
ど
う
か
迷
う
時
や
、

勧
誘
を
断
り
に
く
く
て
困
っ
た

時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

お
電
話
く
だ
さ
い
！

事例①　朝食時に義歯がないことに気付き、喉に何か詰まったような感じ
がした。レントゲンで気管にブリッジ義歯が見つかり、気管切開
術後、喉頭の異物の摘出術を行なった。�（70 歳代男性・要入院）

事例②　家族が水筒を洗浄するために水と塩素系漂白剤を混ぜたものを入
れて放置していた。それを知らずに 100 ｍｌほど誤飲。胸やけ、
喉の違和感があり受診。� （70 歳代男性・要入院）

✧ 薬の包装は１錠ずつ切り離さないようにしましょう
✧ 定期的に歯科を受診して、義歯や入れ歯の状態を良好に保ちましょう
✧ 食品用の容器に食品以外のものを移し替えないようにしましょう
✧ 本人だけでなく、ご家族・周囲の人も注意を払いましょう
【誤飲・誤食が起きてしまい、中毒が心配される場合の相談機関】
　中毒１１０番　大阪　：072-727-2499（365 日 24 時間）
　　　　　　　　つくば：029-852-9999（365 日 9 ～ 21 時）

その訪問販売、これらの特定商取引法のルールを守っていますか？
違反していたら、すぐに断ってお帰りいただきましょう

（この半年間に寄せられた相談のうち、約１割が訪問販売に関するものでした）

氏名等の明示義務

会社名、商品・サービスの種類、訪問の目的を正
しく告げなければなりません。「無料点検」など
と言って家に上がり込んで契約の勧誘をするのは
法律違反です。

再勧誘の禁止 消費者に断られたら、事業者はそれ以上勧誘を続
けたり、再度訪問して勧誘することはできません。

申込（契約）書面の
交付義務

契約の申込を受けたり、契約を締結した場合には、
その内容を記載した書面を消費者に渡さなければ
なりません。記載しなければならない事項も決め
られています。

クーリング・オフ
制度

訪問販売には、消費者から無条件で契約の解除が
できる制度があります。（契約書面を渡された日
から８日間）
そのことを書面に、赤枠の中に赤字で記載する義
務があります。クーリング・オフ出来ないなどと
告げるのは法律違反です。

禁止行為 虚偽の説明、故意に事実を隠す、脅し、困惑させ
るなど

過量販売規制
通常必要とする量を著しく超える商品・サービス
を契約した場合には、契約日から一年間は消費者
から契約解除できます。（布団、健康食品など）

※電話勧誘販売も同じ規制を受けます。

３位　
洗剤類

１位
薬の包装

２位　義歯
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【母の会活動】

　9月23日（月）から12月31日（火）までの100日間、65 歳以上の方が 5人 1 組で
無事故・無違反にチャレンジする「いきいきクラブ・チャレンジ100」が実施されています。
　9月20日（金）この取り組みのスタートとして、新発田農業高校で出発式が行われました。
　町からは、町老人クラブ連合会の渡辺幸明会長が「高齢者の事故防止に努めます」
と宣言しました。参加者には、県交通安全協会から記念品が贈られ、代表して町老人
クラブ連合会の 森田春雄副会長が受け取りました。
　また、『秋の全国交通安全運動』の出発式も行い、交通事故防止に向けた広報活動

のほか、新発田農業高校と新発田南高校の生徒代
表が「交通安全宣言」を行いました。

おはよう！　気をつけて
行ってらっしゃい！

町内４０ヶ所一斉街頭指導実施

【高齢者事故防止】
いきいきクラブチャレンジ１００出発式

　9月13日（金）、敬老会で母の会の啓発物（手拭い）を配布し、交通事故防止を
呼びかけました。9月29日（日）、プラント4 聖籠店で、買い物帰りの方にシートベル
ト・チャイルドシート着用の徹底や夜光反射材活用の普及を呼びかけました。

　9月 24 日（火）、町内 40 ヶ所一斉街頭指導を実施し、
町長・新発田警察署長・町議会議員・新発田地区交通安
全協会・新発田地区交通安全協会聖籠支部・町交通安全
母の会・町交通安全指導員の総勢 120 名の皆さんに参加
していただきました。
　これからも、町の宝である子どもたちの見守りをよろ
しくお願いします。

●お らなんかは
●か ならず
●シ ートベルトを
　 しめます！

交通事故にあわないように

気をつけて下さい。

町の交通事故発生状況
区分

年

8月
（うち高齢者数）

1月〜 8月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和元年 4
（1）

1
（1）

4
（0）

17
（5）

2
（2）

18
（2）

平成30年 5
（2） 0 5

（0）
21
（9）

0
（0）

28
（5）

増　減
-1
（-1）

1
（1）

-1
（0）

-4
（-4）

2
（2）

-10
（-3）

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.210

今日も一日交通安全

敬老会で呼びかけ プラント 4 聖籠店で
呼びかけ

合同出発式の様子

ドライバーはライトの上向きと下向きをこまめに
切り替え、歩行者・自転車利用者は反射材を身に
つけ、お互いに交通事故を未然に防ぎましょう！

聖籠中学校前交差点
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

９
月
11
日
（
水
）

■
台
風
15
号
に
よ
る
被
災
会
員
市
へ

支
援
物
資
を
送
付

　

全
国
11
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

る
全
国
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
所
在
市

町
村
連
絡
協
議
会（
聖
籠
町
が
会
長
・

事
務
局
）
の
構
成
市
町
村
で
あ
る
千

葉
県
袖
ケ
浦
市
・
富
津
市
が
９
月
９

日
に
台
風
15
号
の
強
風
に
よ
る
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

両
市
か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の

支
援
物
資
の
要
請
を
受
け
、
９
月

11
日
に
袖
ケ
浦
市
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
１
０
０
０
枚
、
飲
料
水
（
２
Ｌ
）

３
０
０
本
を
、
富
津
市
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
１
０
０
０
枚
を
町
職
員
が
届

け
て
き
ま
し
た
。

税
務
財
政
課

９
月
24
日
（
火
）

■
善
意
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

株
式
会
社
第
四
銀
行
様
、
株
式
会

社
北
越
銀
行
様
よ
り
、
12
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
附

は
「
子
育
て
・
教
育
・
人
づ
く
り
応

援
私
募
債
」
と
し
て
、
私
募
債
を
発

行
し
た
企
業
が
、
希
望
す
る
県
内
市

町
村
へ
発
行
手
数
料
の
一
部
を
企
業

と
銀
行
が
連
名
で
寄
附
を
す
る
と
い

う
両
行
共
同
企
画
で
す
。

　

寄
附
金
は
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。ふ

る
さ
と
整
備
課

■
弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
ま
す

　

今
年
も
弁
天
潟
で
は
、
地
元
の
蓮

野
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
ビ
オ
ト
ー
プ

内
の
清
掃
作
業
を
お
願
い
し
、
白
鳥

を
迎
え
る
準
備
を
整
え
、
た
く
さ
ん

の
白
鳥
の
飛
来
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
季
も
飛
来
す
る
白
鳥

の
た
め
に
、
餌
付
け
用
の
「
し
い
な

米
」「
パ
ン
」「
茶
が
ら
」
な
ど
を
集

め
て
い
ま
す
。
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
、
い
た
だ
き
に
あ
が
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鳥
の
飛
来
数
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
週
２
回
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
教
育
課

10
月
１
日
（
火
）

■
教
育
委
員
に
高
橋
真
弓
さ
ん

　

９
月
26
日
、
第
３
回
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
本
年
４
月
か
ら
欠
員

に
な
っ
て
い
た
教
育
委
員
に
新
し
く

高
橋
真
弓
さ
ん
が
同
意
を
得
て
、
10

月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
聖
中
ケ
丘
在
住
で
、

現
在
会
社
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
お

り
、
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

る
傍
ら
、
学
校
活
動
に
関
心
を
持
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
る
な
ど
、
人
格
、
識
見
と

も
に
優
れ
た
方
で
す
。

　

保
護
者
の
立
場
か
ら
の
教
育
委
員

と
し
て
、
令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間

の
任
期
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会

９
月
25
日
（
水
）

■
農
業
委
員
会
第
24
期

�

第
７
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

　

以
上
１
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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11 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場1階　会議室
◆行政相談
　12日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　20日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　21日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　11日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　12日（火）午後１時15分～
○３歳児健診
　28日（木）午後１時～
○乳児健診
　29日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　７日（木）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

1
日	

羽
越
本
線
高
速
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
議
会

3
日	

２
０
１
９
文
化
祭
開
祭
式

	

文
化
の
日
記
念
式
典

5
日	

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

	

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

	

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

7
日	

町
村
会
役
員
会

	

新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す
る
研

修
会

8
日	

聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修
会

	

除
雪
対
策
協
議
会

14
日	

羽
越
本
線
高
速
化
促
進
大
会

	

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿

線
市
町
村
建
設
促
進
大
会

25
日	

敬
和
学
園
大
学
地
域
学
講
義

27
日	

全
国
町
村
長
大
会

　上水道は、町民が健康で衛生的な生活を営むための基本的施設で、日常
生活には欠かすことができません。このため、水道事業は、良質で安全な
飲み水を安定して供給することが使命であり、健康意識が高まる今日、ま
すます重要な役割を担っています。
　水道事業を取り巻く経営環境に目を向けると、給水人口の減少、節水型
機器の普及に伴う水需要と料金収入の減少、施設の老朽化に伴う更新や耐
震化への対応など、今後の経営環境はますます厳しいものとなることが想
定されます。そこで水道事業の適正
な運営を図るため、水道事業審議会
委員を公募することになりました。
　意欲ある皆さんの積極的なご応募
をお待ちしています。

■募集人員　山倉小学校区２名、蓮野小学校区２名、
亀代小学校区２名、計６名

■任　　期　２年間
■応募資格　次のいずれにも該当する方

（ただし、地方公共団体の議会の議員、常勤の公務員を除く）
①聖籠町にお住まいで上水道を利用されている方
②平日の日中に開催する会議に出席できる方

■報　　酬　町で定める報酬の規定により、お支払いします。
■応募方法　次の書類を、郵送またはＥメールにより送付してください。

応募申込書（町上下水道課の窓口または町ホームページから
入手できます。）

■応募期限　11 月 22 日（金）まで
郵送は当日消印有効、電子メールは当日到着分まで有効。

■選考方法　募集人数を上回る応募があった場合は、申込書類に基づき選
考を行います。結果は、応募者全員に文書でお知らせします。

水道事業審議会委員を募集します

・ 上下水道課　水道係（町上水道管理棟内）　☎２７－５１４１
　　　〒９５７- ０１２４　聖籠町大字蓮野１３６７番地３
　　　E メール　jyougesui@town.seiro.niigata. jp

上水道に興味

のある方を待っ

ています！
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（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

泰
たい

丞
すけ

 ちゃん	 （小林　大希）	 網代浜

匠
たく

叶
と

 ちゃん	 （松本　雄太）	 本諏訪山

　翠
すい

 ちゃん	 （服部　貴広）	 道賀新田

	 氏　名	 年齢	 行政区

高　橋　里
さと

　子
こ

 さん	（59 歳）	 二本松

獅子山　鉄
てつ

　城
しろ

 さん	（83 歳）	 藤　寄

海　津　リ　ヌ さん	（89 歳）	 亀　塚

渡　辺　悦
えつ

　子
こ

 さん	（84 歳）	 亀　塚

高　橋　鉄
てつ

　重
しげ

 さん	（76 歳）	 亀　塚

高　橋　吉
よし

　二
じ

 さん	（93 歳）	 次第浜

高　橋　キ　イ さん	（64 歳）	 次第浜

中　川　康
やす

　頼
より

 さん	（54 歳）	 八　幡

　塚　野　　　優
すぐる

 さん

（大　岩）菜
な な こ

々子 さん ｝網代浜

　山　本　弘
こう

　太
た

 さん

（平　野）冴
さえ

　香
か

 さん ｝次第浜

　鳥　海　航
こう

　星
せい

 さん

（高　橋）由
ゆ き こ

希子 さん ｝次第浜

　吉　田　智
とも

　貴
き

 さん

（大　竹）優
ゆう

　美
み

 さん ｝網代浜

　坂　上　辰
たつ

　巳
み

 さん

（中　野）菜
な つ き

津樹 さん ｝東　山

9 月の届出

入 札 結 果� 入札日　８月29日～９月９日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1
ざぶーん館宿泊棟客室イ
ス購入

聖籠町観音の湯ざぶーん
館宿泊棟

1,134,000 ㈱山下家具店 9月30日
指名競争
入札

2
山大夫二本松線（山大夫）
消雪施設設計業務委託

聖籠町大字大夫地内 2,178,000
㈱日さく
新潟支店

11月4日
指名競争
入札

3
蓮潟金清水線道路改良工
事（その１）

聖籠町大字蓮潟地内 28,050,000 ㈲樋口建設 令和2年3月10日
制限付一般
競争入札

4
蓮潟金清水線道路改良工
事（その２）

聖籠町大字蓮潟地内 30,690,000 曽根建㈱ 令和2年3月10日
制限付一般
競争入札

5
真野井戸島線外２路線消
雪パイプ設置工事

聖籠町大字真野地内 19,536,000 ㈱カトウ工業 11月29日
指名競争
入札

　町から結婚 50 年を迎えられたご夫婦にお祝い品を贈呈しま
す。
町内に住所を有し、昭和 44 年４月１日から昭和 45 年３月 31
日までの間に婚姻届を提出したご夫婦

【お祝い品】ざぶーん館ご利用優待券
【申込期限】11 月 29 日（金）

※12 月中旬頃に郵送します。
【申込方法】・町保健福祉センター窓口にて、申込書に住所、氏名、

年齢および婚姻年月日を記入してください。
・老人クラブ加入者は老人クラブにて別途、取りま
とめが行われますので、保健福祉センター窓口で
のお申し込みは不要です。

・ 保健福祉課（町保健福祉センター内）福祉係
　　　☎２７-６５１１

結婚50年「金婚ご夫婦」をお祝いします

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

11
月
22
日（
金
）

　

日
本
医
療
情
報
学
会
の
た

め
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
診　
療　
所　
長
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　令和元年６月に児童福祉法などが改正され、「体罰の禁止」が法制化されました。愛の鞭をやめて、子どもを健
やかに育みましょう。

❶攻撃性が強くなる
❷反社会的行動（いじめ、非行、犯罪など）に走る
❸精神疾患を発症する　など
子どもの脳の発達に深刻な影響を与えます

体　罰　・　暴　言
そのときは従っても……

将来的には

　昨年開催した陸上自衛隊東部方面音楽隊演奏会は
大変好評で、多くの方に楽しんでいただきました。
　今回は陸上自衛隊第 12 音楽隊が聖籠町にやって
きます。
　音楽隊の迫力ある演奏をお楽しみください。
11 月 30 日（土）午後３時開演
（開場は午後２時 30 分）
聖籠町文化会館（町民会館内）
※聖籠中学校吹奏楽部との合同演奏も予定してい
ます。

■入場料など
　入場無料ですが、整理券が必要です。鑑賞ご希
望の方は 11 月６日（水）より役場総務課、町民
会館窓口にて配布します。（お一人様４枚まで）

11月は児童虐待防止推進月間です！
令和２年４月から体罰を用いたしつけが禁止されます

陸上自衛隊第12音楽隊演奏会
聖籠町ふれあいコンサート

役場総務課（内線２２７）
　または　町民会館 ☎２７－２１２１

【　相　談　窓　口　】
　聖籠町子ども家庭相談センター（子ども教育課内）　☎２７-７０８２
　児童相談所全国共通ダイヤル（３桁ダイヤル）　☎１８９
　新潟県新発田児童相談所　☎０２５４-２６-９１３１ Ⓡ

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

※資料：厚生労働省『子ども虐待対応の手引き』平成 25 年 8 月改正版

体罰や暴言はエスカレートして「虐待」につながる危険があります。
＜気づいてください SOSのサイン＞　こんな様子に気づいたら、相談窓口へご相談ください。

子どもの言動が
乱暴

子どもが
保護者を
怖がっている

絶え間なく
子どもを叱る・
ののしる

保護者が子どもの
養育に関して
拒否的・無関心

体重・身長が著しく
年相応でない

保護者が
「死にたい」
「殺したい」
「心中したい」
などと言う

子どもの様子 保護者の様子
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「女性に対する暴力をなくす運動」11月12日（火）～ 25日（月）

　配偶者、パートナーからの暴力、暴言、性犯罪、売買春、セクシャ
ルハラスメント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人
権を著しく侵害するものです。
　「自分さえ我慢すれば…」と思っているあなた。「つらい」と感じた時、
不安を感じた時、相談するという一歩をどうか踏み出してください。

相談内容 相談窓口 電話番号 受付時間

まずは、相談
町保健福祉課
保健師

27-6511
月～金（祝日、年
末年始は除く）午
前８時 30 分～午
後５時 15 分

配偶者からの暴
力・離婚・女性
の悩み・保護に
関する相談

新潟県女性福祉
相談所

025-381-1111

DV と児童虐待
専用の電話相談

DV・児童虐待相
談フリーダイヤル

0120-26-2928
毎日午前９時

～午後 10 時子どもや女性に
関する電話相談

子ども・女性電
話相談

025-382-4152

女性の被害（性
犯罪・ストー
カー・DV）

性犯罪被害相談
電話

025-281-7890
または
#8103

毎日 24 時間

性暴力被害に関
する相談

性暴力被害者支
援センターにい
がた

025-281-1020

・月〜木（午前 10
時〜午後 4時）
・金土日祝（午前
10 時〜翌午前
10 時）
※年末年始は除く

心の相談
新潟県こころの
相談ダイヤル

0570-783-025 毎日 24 時間

― セクハラを生まないポイント ―

　あなたの何気ない、容姿・プライベートなどに関する一言で、不快
な思いをしている人がいるかもしれません。相手に敬意を払い、周囲
に配慮した言動を！

・親しさを表すつもりの言動であっても、相手を不快にさせる場合が
あると理解する。
・この程度なら相手も許容すると、勝手な憶測をしない。
・社会における地位・関係性がもつ影響力を理解する。
・酒席やその帰り道など、気持ちが緩みがちな場面では特に注意する。

ひとりで悩まず、
まずは相談してください

男女共同参画通信
vol.14

～パープルリボン・パープル
ライトアップ運動とは？～

●パープルリボン
　内閣府では、毎年 11 月 12 日～
25 日（女性に対する暴力撤廃国
際日）までの 2週間を「女性に対
する暴力をなくす運動」期間と定
めており、そのシンボルがパープ
ルリボンです。

●パープルライトアップ運動
　「女性に対する暴力をなくす運
動」期間の初日（11 月 12 日）に、
パープルリボンにちなんで、観覧
車や東京スカイツリーなどのタワー
を紫にライトアップする運動であり、
全国的に広がりを見せています。
　パープルライトアップには、女
性に対するあらゆる暴力の根絶を
広く呼びかけるとともに、被害者
に対して、「ひとりで悩まず、ま
ずは相談をしてください。」とい
うメッセージが込められています。

　暴力は、性別やお互いの間柄を
問わず、決して許されるものでは
ありません。
　すべての人の人権が尊重され、
男女が性別にかかわりなく、その
個性と能力を十分に発揮すること
ができる男女共同参画社会を実現
させるために克服すべき重要な課
題です。
　これを機会に、みんなで女性に
対する暴力について考え、暴力を
許さない社会づくりを進めましょう。

役場総務課　総合政策係
� （内線２２４）

男性も女性も

必見！
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お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課 都市計画係（内線２３３）

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町
内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税等を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第 2回：11 月 18 日（月）～ 25 日（月）

毎年 4月から12月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

■申請者負担額
　無料

■町補助額
耐震設計に係る費用の1/2
以内（上限 10 万円）

■町補助額
耐震改修に係る経費のう
ち上限 65 万円

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面
積が判断できる書類の写し

　（登記簿謄本、建築確認済証・
検査済証、課税証明書など）

③申請者の町税の納税証明書（前
年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐
震診断の成果品です。）

③耐震設計に要する費用の
見積書（耐震診断士から
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写し（耐
震設計で作成されます。）

③耐震改修に要する費用の
見積書（耐震設計で作成
されます。）

※申請書などは、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断）や耐震改修に要
する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（一社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間にた
とえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひ、この機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費の一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！
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新発田市・胎内市・聖籠町定住自立圏　婚活支援事業

婚 活 イ ベ ン ト 開 催

お問い合わせ　役場総務課　総合政策係（内線２２４）

ハートマッチにいがた in 新発田
12 月１日（日）午前 10 時～午後５時
イクネス新発田（新発田市諏訪町 1-2 -12）
結婚を希望し、自ら努力する 20 歳以上の独身で、
県内に在住・在勤している方または県内に移住を
希望される方。（利用にあたっては、インターネッ
トやメールを使用できるスマートフォンまたは
パソコンが必要となります。）

【利 用 料】無料　※ただし、事前に会員登録が必
要です。（登録料：１万円、税込み、２
年間有効）

【申込方法】「ハートマッチにいがた」のホームペー
ジから予約が必要です。

にいがた出会いサポートセンター
☎０２５-３８４-４１５１
　（火曜・金曜日は定休）

恋かふぇ in 新発田
　「結婚や婚活について、誰もが気軽に相談できる

カフェ」をコンセプトに、開催します。婚活を考え

ている方や結婚したい方、ご家族の方もこの機会に

ぜひご利用ください。

12 月１日（日）午前 10 時～午後５時

イクネス新発田（新発田市諏訪町 1-2 -12）

【定　　員】10 名（お一人様あたり 40 分程度）
【利 用 料】無料
【申込方法】㈱トアイリンクスムルーブ事務局HP申

込フォームまたは☎０２５ ︲２９０ ︲

７６０６へ電話

申込用二次元バーコード申込用二次元バーコード

　クリスマスシーズンに新発田市にありますイタリ
アンレストランで食事をしながら交流を深める婚活
イベントです。
　こころ弾むクリスマスシーズン…トラットリア・
オラ・ハラクチェのお洒落なディナーでクリスマス
を一緒に楽しむ素敵な出会いを見つけませんか？

概ね 25 ～ 40 歳の独身男女
12 月８日 ( 日 )　午後６時～８時 45 分
トラットリア・オラ・ハラクチェ
（新発田市月岡 408　月岡わくわくファーム）
【料　　金】３０００円

（食事代込、アルコールの提供はありません）
（11 月 26 日からキャンセル料がかかります）

【定　　員】男女各 20 名　計 40 名（抽選）
【持 ち 物】本人確認ができるもの（運転免許証など）
【申込期間】11 月５日（火）～ 11 月 25 日（月）
【申込方法】㈱トアイリンクスムルーブ事務局HP申込フォーム

または☎ 025 -290 -7606 へ電話

男性対象事前説明会

11 月 28 日（木）午後７時〜８時30分

新発田市地域交流センター

専門のアドバイザーによるコミュニケー

ションの基本や模擬練習などの講義

申込用二次元バーコード
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お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

　ご自宅や職場などに市区町村や内閣府の職員などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、
お住まいの市区町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話（♯９１１０））にご連絡ください。

●「プレミアム付商品券」を販売するために、市区町村や内閣府などが手数料などの振込を
求めることは絶対にありません。

●市区町村や内閣府などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願い
することは、絶対にありません。

●現時点で、市区町村や内閣府などが住民の皆様の世帯構成などの個人情報を照会すること
は絶対にありません。

プレミアム付商品券の
“特殊詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

Ａ Ｑ緊急
放
送
の
改
善
を

　

集
落
自
主
防
災
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
18
日
午
後
10
時
22
分
に
発
生

し
た
地
震
で
の
緊
急
放
送
を
全
く
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

複
数
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音

が
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
改
善
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

�

（
70
才
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　　
６
月
18
日
午
後
10
時
22
分
に
発
生

し
た
地
震
で
の
防
災
行
政
無
線
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
緊
急
放
送
を
ま

っ
た
く
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
、
複
数
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
の
音
が
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
、
と
の
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
複
数
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
で
る
音
が
干
渉
し
た

た
め
、
聞
き
取
り
づ
ら
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
今
回
放
送
さ
れ
た
地

震
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕

の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報
を
国
や

気
象
庁
か
ら
受
信
し
た
場
合
に
は
、

自
動
で
防
災
行
政
無
線
を
起
動
す
る

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
に
瞬
時
に
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
い
っ
た
情
報
は
、
シ
ス
テ
ム

上
、
音
の
干
渉
を
防
ぐ
た
め
に
各
ス

ピ
ー
カ
ー
に
お
い
て
時
間
差
を
つ
け

て
放
送
す
る
と
い
っ
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
情
報
は
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
と
同
様
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
放
送
が
聞
き
取
り
づ
ら

い
場
合
に
は
、
他
の
手
段
に
よ
り
情

報
を
収
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
か
ら
町
民
の
皆
様
に
直

接
お
伝
え
す
る
避
難
情
報
や
避
難
所

開
設
情
報
、
注
意
喚
起
情
報
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
ス
ピ
ー
カ
ー
に

お
い
て
時
間
差
を
つ
け
る
こ
と
で
、

音
の
干
渉
を
防
ぎ
、
聞
き
取
り
づ
ら

さ
を
軽
減
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政

ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
と

そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し

ま
す
。

　
投
稿
者
は
年
代
と
性
別
だ
け

表
示
し
ま
す
。

　
町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
質
問
を
広
報
に
て
紹

介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
な
ど
、
投
稿
と
回

答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
総
務
課

　
広
報
広
聴
係（
内
線
２
２
２
）

町
政
ポ
ス
ト

Ｑ
＆
Ａ

22

差出有効期間
令和３年５月
３１日まで
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小
規
模
企
業
起
業・創
業
支

援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
小
規
模
企
業
の
起
業
・

創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
そ
れ
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

【
補
助
対
象
】　

町
内
で
新
た
に
起

業
・
創
業
を
予
定
、
ま
た
は
起
業
・

創
業
の
日
か
ら
６
か
月
を
経
過
し

な
い
小
規
模
事
業
者
で
あ
っ
て
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

⑴
町
内
に
在
住
し
、
本
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

⑵
聖
籠
町
商
工
会
ま
た
は
そ
れ
に
類

似
す
る
団
体
（
以
下
「
商
工
会
な

ど
」）
の
会
員
で
あ
る
こ
と

⑶
商
工
会
な
ど
に
よ
る
起
業
・
創
業

に
関
す
る
事
業
計
画
な
ど
の
相

談
・
指
導
を
受
け
た
方

⑷
聖
籠
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定

す
る
暴
力
団
、
も
し
く
は
暴
力
団

員
で
な
い
方

⑸
町
税
の
滞
納
が
な
い
方

※　

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
経
費
】　

起
業
・
創
業
に

関
す
る
経
費
。（
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。）

【
補
助
金
の
額
】　

補
助
対
象
経
費
の

総
額
の
２
分
の
１
以
内
。た
だ
し
、

法
人
の
場
合
は
30
万
円
、
そ
れ
以

外
の
場
合
は
10
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

役
場
産
業
観
光
課

地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）

ま
た
は
聖
籠
町
商
工
会

☎
２
７
︲
２
０
７
８

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
利
子
補
給
補
助
金
の

ご
案
内

　

町
で
は
、
町
内
の
小
規
模
事
業
者

の
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
株
式

会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ
て

い
る
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
融
資
）
の
借
入
れ
に
係
る

利
子
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
補
給
率
】　

マ
ル
経
融
資
の
貸
付
利

率
か
ら
０
．
９
％
を
差
し
引
い
た

率
（
返
済
遅
延
に
よ
る
遅
延
利
息

は
除
く
。）

【
申
請
窓
口
】　

マ
ル
経
融
資
の
申
し

込
み
お
よ
び
補
助
金
の
申
請
は
聖

籠
町
商
工
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。

聖
籠
町
商
工
会

☎
２
７
︲
２
０
７
８

新
潟
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
８
３
０
円
に
改
定

　

新
潟
県
最
低
賃
金
額
は
、
従
来
の

時
間
額
８
０
３
円
か
ら
27
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
本
年
10
月
６
日
か
ら

８
３
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事

業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
お
よ
び
そ

の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
む
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向

け
た
業
務
改
善
助
成
金
や
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業
務
改
善
助
成
金
は
、

新
潟
県
労
働
局　
雇
用
環
境
・
均

等
室
へ

☎
０
２
５
︲
２
８
８
︲
３
５
２
８

無
料
相
談
は
、

新
潟
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
１
２
０
︲
０
０
９
︲
２
２
９

ま
た
は

０
２
５
︲
２
５
６
︲
８
７
０
１

最
低
賃
金
は
、

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
へ

☎
０
２
５
︲
２
８
８
︲
３
５
０
４

（
ま
た
は
各
労
働
基
準
監
督
署
へ
）

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
10
名

11
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４

時聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者

�

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

【
試
験
区
分
】
大
学
卒
業
程
度

【
職
種
】
一
般
行
政

【
採
用
予
定
人
員
】
１
名
程
度

【
受
験
資
格
】
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

【
申
込
期
限
】
11
月
22
日
（
金
）

「
受
験
案
内
」
、「
申
込
書
」
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

（https

：// w
w
w
.sinsogo.jp/

）

【
第
１
次
試
験
】
12
月
８
日
（
日
）

【
試
験
場
】
新
潟
県
自
治
会
館

【
試
験
の
方
法
】
教
養
試
験
、
専
門

試
験
、
性
格
特
性
検
査

【
第
２
次
試
験
】

令
和
２
年
１
月
中
旬
（
予
定
）

【
採
用
予
定
年
月
日
】

令
和
２
年
４
月
１
日

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合　

総
務
退
職
課

☎
０
２
５
︲
２
８
４
︲
４
１
０
０

年
末
調
整
お
よ
び
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

説
明
会

【
聖
籠
町
会
場
】

11
月
19
日
（
火
）

○軽
午
前
11
時
～
正
午

○年
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

聖
籠
町
文
化
会
館

【
胎
内
市
会
場
】

11
月
20
日
（
水
）

○軽
午
前
11
時
～
正
午

○年
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

胎
内
市
産
業
文
化
会
館

（
胎
内
市
新
和
町
２
︲
５
）

【
阿
賀
野
市
会
場
】

11
月
21
日
（
木
）

○軽
午
前
11
時
～
正
午

○年
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

阿
賀
野
市
ふ
れ
あ
い
会
館

（
阿
賀
野
市
山
崎
77
）

※
○軽
消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

○年
年
末
調
整
説
明
会

　

軽
減
税
率
説
明
会
終
了
後
、
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の

で
、筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

新
発
田
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
６
１
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税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
、

様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら

し
を
支
え
る
税
」
で
す
。

当
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
新

発
田
税
務
署
管
内
の
中
学
、
高
校
生

の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た
、
税
に

関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品
の
展
示
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
税
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
も
実
施
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
税
の
関
わ
り

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
９
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
は
11
月
12

日
（
火
）
午
後
３
時
～
４
時
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
発
田

２
階
フ
ロ
ア

働
き
方
改
革
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

働
き
方
改
革
の
有
識
者
に
よ
る
基

調
講
演
と
、
働
き
方
改
革
に
よ
り
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
企

業
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

11
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

新
潟
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

経
営
者
、
人
事
労
務
担
当
者
、
労

働
者
な
ど

【
定
員
】
１
１
０
０
人

※　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
藤
木
鉄
工
株
式
会
社
（
聖
籠

町
）
が
事
例
を
発
表
し
ま
す
。

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
５
︲
２
８
８
︲
３
５
１
１

令
和
元
年
度自

衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
下
記
に
よ
り
高
等

工
科
学
校
生
徒
お
よ
び
自
衛
官
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
①
募
集
種
目
、
②
資
格
、
③
受
付

期
間
、
④
試
験
期
日

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）

②
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男

子
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
方

③
11
月
１
日
～
11
月
29
日

④
令
和
２
年
１
月
５
日
・
６
日

※　

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）

②
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

③
11
月
１
日

～
令
和
２
年
１
月
６
日

④
１
次　

令
和
２
年
１
月
18
日

①
自
衛
官
候
補
生

②
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

③
11
月
９
日
～
12
月
９
日

④
12
月
15
日

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所　

☎
２
６
︲
５
６
１
９

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の

際
は
、
ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間

の
少
な
い
予
約
相
談
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　

ご
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
門
受
付
電
話
「
０
５
７
０
︲

０
５
︲
４
８
９
０
」、
電
話
が
混
雑

し
て
い
る
場
合
に
は
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
、
電
話
・
来
訪
時
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構　
新
発
田
年
金

事
務
所　
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
５
４
︲
２
３
︲
２
１
２
８

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
！

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追

納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は

領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
方
に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
０
０
４

ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心

　

11
月
９
日
（
土
）
か
ら
15
日
（
金
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な

ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
す
。

　

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。新

発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
ま
た
は
お
近
く
の
消

防
署

☎
２
２
︲
８
０
９
６
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食は味楽来

石原 絃
いと

晴
は

 ちゃん

三上 秀
ひで

明
あき

 ちゃん

渡辺 唯
ゆい

 ちゃん

宮沢 心
ここ

愛
な

 ちゃん

能登 夏
なつ

芽
め

 ちゃん

河栗 千
ち

空
あ

 ちゃん

吉田 琉
る

乃
の

 ちゃん

宮下 陽
ひ

菜
な

 ちゃん

岡部 梛
なぎ

叶
と

 ちゃん

渡辺 音
ね

琉
る

 ちゃん

元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で
主
に
４
か

月
健
診
対
象
乳
児
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）管理栄養士　☎２７－６５１１

１
い い に ほ ん し ょ く

１月２４日は「和食」の日

町
の
宝
で
〜
す

９
月
の
乳
児
健
診
か
ら

　～和食の心とかたち～
　和食は、地域の新鮮で多彩な食材を大切にし、四季折々の自然の恵みに対する感謝の心とこ
れを大切にする精神に支えられ、地域や家族をつなぐ日本人の食文化です。
　和食は米飯を主食とし、ご飯に合った多様な汁、菜、漬物によって構成される献立を基本に正しく
箸や椀などを使う日本の食習慣です。和食は多種、多様な食材を通じて、日本人の健康に寄与
することが期待されます。（一般社団法人　和食文化国民会議より抜粋）
　おいしいご飯とそのお供の自然の恵みが豊富な季節、ぜひ和食を食べましょう。

～和食の基本～　主食・主菜・副菜を揃えると栄養バランスがよくなります。
ごはんと味噌汁、季節に取れる食材を使ったおかずなど。味わいは、だしのうま味
をベースとし、醤油、味噌、酢などの伝統的な調味料を使い、毎日食べても飽きな
いシンプルな味付け。

み ん な の ひ ろ ば

主　菜
魚・肉・卵
大豆製品

毎食１皿
副　菜

野菜・海藻
きのこ

毎食２皿を
目標に主　食

ごはん中心
うどん、そばなど

毎食必ず
食べましょう
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ト
ッ
プ
チ
ー
ム

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
残
り
２
試
合
！

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

へ
行
こ
う
！

　

10
月
５
日
（
土
）
明
治
安
田
生
命

Ｊ
２
リ
ー
グ
第
35
節
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
戦
は
、
４
得
点
を
挙
げ
て
一

躍
Ｊ
２
リ
ー
グ
得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
首

位
に
躍
り
出
た
レ
オ
ナ
ル
ド
選
手
の

活
躍
も
あ
り
、
６
対
０
で
勝
利
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
試
合
で

は
、
渡
邉
新
太
選
手
、
本
間
至
恩
選

手
、
そ
し
て
１
２
８
７
日
ぶ
り
に
Ｊ

リ
ー
グ
の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
早
川
史

哉
選
手
と
、
３
人
の
地
元
出
身
選
手

が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
名

を
連
ね
ま
し
た
。
渡
邉
選
手
は
１
得

点
１
ア
シ
ス
ト
を
挙
げ
る
活
躍
を
見

せ
、
リ
ー
グ
戦
初
ス
タ
メ
ン
と
な
っ

た
本
間
選
手
は
得
意
の
ド
リ
ブ
ル
で

積
極
的
に
仕
掛
け
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
早
川
選
手

は
周
囲
の
状
況
を
的
確
に
判
断
し
て

プ
レ
ー
し
、
90
分
フ
ル
出
場
。
後
半

に
は
ゴ
ー
ル
に
迫
る
シ
ー
ン
も
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
残
り
２
試
合
。
可
能
性
が

あ
る
限
り
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
戦
う
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選

手
た
ち
を
、
ぜ
ひ
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
後
押
し
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
ア
ル
ビ
秋
の
大
収
穫
祭
！
」
と

銘
打
た
れ
た
こ
の
試
合
。
新
潟
県
産

農
畜
産
物
の
試
食
販
売
や
、
新
潟
米

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
試
合
に
勝
利
し
た

後
は
「
プ
ラ
ネ
タ
ス
ワ
ン
（
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
が
勝
利
し
た
際
、
試

合
終
了
後
に
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
光
ら
せ

て
選
手
と
一
緒
に
勝
利
を
喜
び
、
万

歳
を
行
う
演
出
の
こ
と
）」
を
行
い

ま
し
た
。
デ
ー
ゲ
ー
ム
で
も
勝
利
し

た
際
は
プ
ラ
ネ
タ
ス
ワ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
声
援
で

選
手
を
後
押
し
い
た
だ
き
、
勝
利
を

掴
み
取
り
、
試
合
終
了
後
は
プ
ラ
ネ

タ
ス
ワ
ン
で
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
！

レ
デ
ィ
ー
ス

　
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
in
聖
籠

　

９
月
16
日
（
月
・
祝
）、
新
潟

聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

ア
ル
ビ

レ
ッ
ジ
で
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
in

聖
籠
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
教

室
は
、
新
潟
県
の
交
流
促
進
ゆ
め
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
認
知
度
向
上
や
観
客
数

の
増
加
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
。
今
回
は
親
子
約
50
名
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
全
体
で

思
い
切
り
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
は
、
選

手
と
子
ど
も
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
動
き
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
選
手
が
巧
み
な

ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
見
せ
る

と
、子
ど
も
た
ち
か
ら
「
す
ご
い
！
」

と
声
が
上
が
る
場
面
も
。
間
近
で
選

手
と
ふ
れ
あ
い
、
サ
ッ
カ
ー
へ
の
意

欲
を
よ
り
一
層
か
き
立
て
ら
れ
て
い

た
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
教
室
の
メ
イ
ン
と
な
っ
た

の
は
、２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の「
親

子
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」。
多
く
の

アルビレックス
新潟情報!!

アルビレックス
新潟情報!!

▲「アルビ秋の大収穫祭」は大盛り上がり！

▲４得点を挙げたレオナルド選手と 1,287 日
　ぶりに公式戦出場を果たした早川史哉選手
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【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
】

　

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
１
部
は
９
月
15
日
に
最
終
節

を
迎
え
、
さ
ら
に
今
シ
ー
ズ
ン

初
の
陸
上
競
技
場
で
の
開
催
で

し
た
。
坂
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
、

町
田
ブ
ラ
イ
ト
選
手
、
渡
辺
亮

太
選
手
の
そ
れ
ぞ
れ
２
ゴ
ー
ル

の
計
４
‐
１
で
見
事
勝
利
で
今

シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
今
シ
ー
ズ
ン

は
８
勝
４
敗
２
分
け
の
勝
ち

点
26
の
３
位
で
終
了
し
ま
し

た
。
今
年
の
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
へ
の
挑
戦
は
こ
こ
で

終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
１
年
間

の
熱
い
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
シ
ー

ズ
ン
に
は
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
昇
格
に
向
け
、
よ
り
一

層
成
長
し
た
姿
を
見
せ
れ
る
よ

う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
最
終
節
は
陸
上
競
技

場
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
出
店
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
子

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
カ
ー
ブ
ス
様
の
健
康
診
断

ブ
ー
ス
、
新
発
田
ガ
ス
様
か
ら

は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ニ
コ
タ
ン
の
ふ
あ
ふ
あ
が
登

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
シ
ー

ズ
ン
毎
試
合
行
っ
て
き
た
イ
ケ

メ
ン
総
選
挙
の
結
果
発
表
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ン
展

示
も
行
い
、
１
年
間
の
集
大
成

を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
飲
食
ブ
ー
ス
に
は
、
新
発

田
市
大
手
町
に
所
在
す
る
、
イ

ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
パ
キ
ス
タ

ン
料
理
の
イ
ン
ダ
ス
様
に
出
店

し
て
も
ら
い
、
最
終
節
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
熱
い
戦
い
と
な
っ
た
最

終
節
に
ぴ
っ
た
り
の
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ

名
物
、
か
き
氷
も
登
場
し
大
好

評
で
し
た
。

　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
来

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
情
報
に
関

し
て
は
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ゴ
ー
ル
が
生
ま
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は

サ
イ
ン
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
交
流
し
、

終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
、
ピ
ッ
チ
で
勝
利
の
た
め
に
全

力
で
戦
う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
な

ど
を
通
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
さ
ら
な
る

普
及
拡
大
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
11
月
は
６
日
（
水
）
と

20
日
（
水
）
に
、「
ア
ル
ビ
レ
デ
ィ
ー

ス 

や
さ
し
い
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
経
験

の
有
無
を
問
わ
ず
、
女
の
子
・
女
性

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
。
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

11
月
の
試
合
予
定

�

※
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
掲
載

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
40
節　

11
月
9
日
（
土
）

vs
Ｆ
Ｃ
岐
阜

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
42
節　

11
月
24
日
（
日
）

vs
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
皇
后
杯
〉

２
回
戦　

11
月
23
日
（
土
）

vs
１
回
戦
（
仙
台
大
学
vs
北
海
道

文
教
大
学
明
清
高
校
）
勝
者

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
潟
市
陸
上
競
技
場

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

▲最後に選手・スタッフ・サポーターと記念撮影

▲選手入場時にコレオグラフィーで選手を鼓毎

▲イケメン総選挙見事 1 位に輝いた船木選手▲インダス様からはスパイシーな香りが漂っていました

▲かき氷もニコタンふあふあも大盛況▲

JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検索

試合情報や
イベント情報を
更新中！
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み ん な の ひ ろ ば

第53回　新発田・北蒲小学校親善陸上大会
　９月 26 日（木）、グリーンスタジアムしば
た（新発田市五十公野）で、第 53 回新発田・
北蒲小学校親善陸上大会が開催され、蓮野・
山倉・亀代小学校の６年生が参加しました。
　６年生は爽やかな秋晴れの中、全員出場
の 100mのほか、80mハードルなどのトラッ
ク競技や、走り幅跳びなどのフィールド競技
で、それぞれの記録に力いっぱい挑戦し、さ
わやかな汗を流しました。
　競技では、女子 800mで、亀代小の小山麗

うる

羽
は

さん（写真左）が２分 36 秒 35 の成績で優
勝しました。おめでとうございます。

▲各競技の様子。左から男子走り幅跳び、女子 100m、男子 4×100m リレー、女子走り高跳び、男子 80m ハードル。

【説明】聖籠町の小学校在籍者のうち、各競技の入賞者で上位（100mは 20位まで、その他は 10位まで）の児童を掲載。順位は男女別にて実施される
各競技の全体順位。

大会成績　（敬称略）

競技名 性別 氏名 校名 順位 記録

100 ｍ

男
高橋　慶

けい

次
じ 亀代 5 14 秒 10

渡辺　航
こう

太
た 亀代 7 14 秒 18

遠藤　麗
れい

司
じ 蓮野 14 14 秒 59

女

小山　麗
うる

羽
は 亀代 3 14 秒 76

坪谷　純
あや

花
か 山倉 5 14 秒 84

坂上　凛
り

乃
の 亀代 15 15 秒 37

高橋　空
く

羽
う 亀代 19 15 秒 49

1500 ｍ
（男子競技） 男 岡崎凛

りん

太
た

郎
ろう 亀代 8 5 分 26 秒 26

800 ｍ
（女子競技） 女 小山　麗

うる

羽
は 亀代 1 2 分 36 秒 35

井浦　寧
ね

々
ね 亀代 6 2 分 47 秒 03

80 ｍ
ハードル

男 渡辺　航
こう

太
た 亀代 5 14 秒 50

女 坂上　凛
り

乃
の 亀代 3 14 秒 97

坪谷　純
あや

花
か 山倉 7 15 秒 96

走り高跳び
男 高橋　昇

しょうせい

生 亀代 4 125cm

星野　漣
れん

翔
と 蓮野 7 125cm

女 高橋　空
く

羽
う 亀代 6 116cm

競技名 性別 氏名 校名 順位 記録

走り幅跳び
男 高崎　蒼

あお

依
い 亀代 6 386cm

高橋　慶
れい

次
じ 亀代 9 375cm

女 高橋　蒼
あお

依
い 亀代 5 355cm

鶴巻　妃
ひま

莉
り 亀代 7 354cm

4×100m
リレー

男

渡辺　空
くう

我
が

亀代 10 58 秒 62高橋　慶
けい

次
じ

渡辺　現
あ

広
ひろ

渡辺　航
こう

太
た

女

井浦　寧
ね

々
ね

亀代 3 1 分 00 秒 44高橋　蒼
あお

依
い

加藤　陽
ひ な た

向
小山　麗

うる

羽
は

鶴巻　妃
ひま

莉
り

亀代 8 1 分 02 秒 43高橋　空
く

羽
う

高橋　美
み

来
らい

坂上　凛
り

乃
の
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たんじろうさん 9歳

ウータンさん 5歳高橋ゆいかさん 5歳

手島ののかさん 9歳 とまとさん 15歳

み ん な の ひ ろ ば

投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ

ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

　

手
話
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
ま

た
手
話
の
普
及
を
図
る
た
め
、
手
話

講
習
会
「
聞
こ
え
な
い
っ
て
ど
ん
な

こ
と
？
―
手
話
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！

―
」
が
、
９
月
３
日
（
火
）、
10
日

（
火
）、
17
日
（
火
）
の
３
日
間
に
わ

た
り
保
健
福
祉
課
、
図
書
館
、
聖
籠

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、「
聞
こ
え
な
い
っ

て
ど
ん
な
こ
と
？
」
と
題
し
た
講
演

を
聞
き
、
聴
覚
障
が
い
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
回
の
講

習
で
参
加
者
が
自
分
の
名
前
、
誕
生

日
、
趣
味
や
家
族
な
ど
を
手
話
で
伝

え
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
新
潟
県
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
聖
籠
町
代
表
と
し

て
選
ば
れ
た
蓮
潟
の
渡
辺
愛め
ぐ
みさ
ん
と

柚ゆ
ず

紀き

く
ん
（
３
歳
）
親
子
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

む
し
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯
の
秘

訣
を
き
く
と
、「
健
康
に
よ
い
お
や

つ
や
飲
み
物
を
選
ん
で
い
ま
す
。」

「
甘
い
お
や
つ
食
べ
た
日
は
い
つ
も

よ
り
仕
上
げ
歯
み
が
き
頑
張
っ
て
い

ま
す
。」
と
親
子
で
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
（
火
）、
東
北
電
力
株

式
会
社
新
発
田
電
力
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

町
の
防
犯
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
は
、
長
寿
命
、

小
電
力
、
虫
が
寄
り
つ
き
に
く
い
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

聞
こ
え
な
い
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

手
話
講
習
会
を
開
催

「
新
潟
県
親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
奨
励
賞
を
受
賞

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
で

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

▲新発田営業所の菊地所長より、西脇町長に目録が
手渡されました。



蓮野・蓮潟・亀代こども園 運動会開催
　10月５日（土）に蓮野、蓮潟、亀代の３こども園で運動会が行われました。その様子を写真で紹介
します。
　かわいらしいダンスやかけっこなど、毎日一生懸命練習してきた成果を発揮した園児たち。雨雲も
吹き飛ばすほどの元気いっぱいな姿に、応援席は笑顔と感動につつまれました。

蓮 野 こ ど も 園

蓮 潟 こ ど も 園

亀 代 こ ど も 園
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